
 2025 年 9 月 7 日に京都大学医学部付属病院先端医療研究

開発機構臨床研究推進部が主催する「臨床研究・治験従事者

研修」を受けてきました。令和 7 年度 厚生労働省 臨床研究

総合促進事業である臨床研究・治験従事者等に対する研修プ

ログラムの一環です。 

なんのこっちゃ？？？ はい、主任部長も参加を申し込ん

では見たものの、大丈夫だろうかとかなり悩みました。主任

部長のまわりで今までこの研修に参加したという先輩を、見

たことも聞いたこともありません。少人数のワークショップ

形式での実践的な研修プログラムと案内には書いてありま

す。臨床研究に関わる医師を対象としており、質の高い臨床

研究を実施できる人材を養成することを目的としているそ

うです。主任部長、これまで臨床研究に何度か担当医師とし

て関わってきました。臨床研究の何となくの流れだったり、

データのお決まりの統計解析の手法だったりは知っていま

すが、質の高い臨床研究を責任担当医師として完遂できる実

力があるか？と言われれば、ないと思います。何年も前から

ずっとこのような臨床研修を求めていたんです。 



 

 

本研修に参加するためには、事前学習として e-learning 

(CREDITS) の受講が必須です。これが結構な分量でした…。

が、参加するからには最後までやり抜きます。学習後にテス

トに合格しなければなりません。合格するまで何度も何度も

資料を見返します。そしてなんと当日 2 日前にワークショ

ップ対策の事前資料がどーんとメールで届きました。ちらっ

と見たら青ざめるほどの分量です。「こんなん多分やらんと

来る人もおるはずやで。」と自分に言い訳しほったらかしに

していましたが、気の弱い主任部長です（笑）。結局前日に

 より引用 



パソコンを取り出し、自宅のリビングで予習します。何とか

夕食の支度の時間までに学習し終わりました。というわけで、

いざ当日！季節外れの最高気温 35 度の中、日傘をさして京

都大学に向かいます。 

結果として、すごく勉強になりました。臨床研究の基礎的

な考え方から始まり、1 グループ 5 人に対して、2 人のファ

シリテーター（先生兼司会進行役）が付く贅沢な環境で、ワ

ークショップが進行します。ファシリテーターは iACT のス

タッフで臨床研究のプロ中のプロの先生方ですから、参加者

の様々な意見に対して、すぐさま的確なアドバイスを下さい

ます。参加者も広く日本中から集まったベテラン医師を中心

として、これから大学院へ入って臨床研究をする予定の専攻

医さんも少なからずおられました。そして皆さん優秀！初見

の課題に対して、どんどん素晴らしい意見が出てきます。「み

んな忙しい日常診療の合間を縫って、臨床研究の勉強をしに

来はってんな。私も頑張らな。」と勇気と希望を皆さんから

頂きました。そして驚きの出会いが！ iACT のスタッフで

本研修の責任担当者さんが、主任部長の研修医時代の同期で、



かつ、我が夫の大学時代の同級生でもあることが判明。「参

加して下さってありがとうございました」と仰って下さって、

主任部長も嬉しかったです。 

一仕事終えての帰り道、今日の晩御飯のおかずは何にしよ

うかとスーパーに急ぎます。真っ赤な夕焼けに染まった道を

歩きながら、“疲れたから出来合いのコロッケにしよう” と

心に決めた主任部長なのでした（笑）。 

研修の帰りに頂いた臨床研究すごろくマップ（笑）三女と一緒にやりました。iACT の H.P.より引用 


